
会場　︓　喬⽊村役場　議場

順序 氏 名 質　　　　問　　　　事　　　　項

1 後藤　澄壽
○子どもたちの喬⽊村への関心をたかめるための取組について
○「会計年度任⽤職員制度」導⼊にあたってどのような配慮をしていただけ
   るのか

2 束原　靖雄 ○台風19号が仮に伊那谷を通過した時、喬⽊村の堤防は安全であるか

３ 櫻井　登

○公⽤⾞の管理は適正か
○⾞両の効率的な使⽤がされているか
○適切な配置や更新がされているか
○⽇常点検、定期点検等、整備は適正に⾏われているか
○安全運⾏管理は徹底しているか
○交通安全対策が適正に⾏われているか
○公⽤⾞の管理体制の在り⽅について、どのような⽅針か

4 下平　貢 ○今後の農業振興施策について
○災害時のインフラ対策について

５ 小池　豊 ○台風19号の被害と、今後の防災対応について
○太陽光発電設置の推奨について

６ 中森　高茂
○移送支援事業について
○新たな移動支援について
○少子高齢化の移送支援について

7 後藤　章⼈ ○「材料支給」の、高齢化による今後の課題

８ 佐藤　文彦 ○防災・減災に関すること
○今後の村政運営について

令和元年　第４回喬⽊村議会定例会⼀般質問

令和元年１２⽉７⽇　午前９時００分開議



令和元年  １１月２２日 

喬木村議会議長 下岡 幸文 殿       

喬木村議会議員 後藤澄壽      

一 般 質 問 通 告 
次の通り通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨 質問相手 
子どもたちの喬木村

への関心をたかめる

ための取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会計年度任用職員

制度」導入にあたって 

どのような配慮をし

ていただけるのか 

 

喬木中学校の青風祭の開会式の１学年のステージ発表

で、「喬木村の福祉政策」に関して次の様な提案が行わ

れました。これに関する村の考えをお答えいただきた

い。 

（１）空き家を利用して「障がい者用」の施設をつくっ

たらどうか。 

（２）障がい者、高齢者の住宅を回るバスを運行したら 

   どうか。 

昨年度は中学生と議会および村長など村当局との懇談 

会が開かれた。また現在教育委員会では、子どもたち 

の教育のため「地域教育教材」を作成していると 

聞いている。将来この喬木村を担う子どもたちの村 

への関心を高める取組を行っていくことが大切 

だと思うが、村として今後どのような取り組みを考え 

ているか。 

 

最初にこの「会計年度職員制度」の対象となる職員数 

を、「役場関係」「保育園関係」など所属別に、お答え

いただきたい。 

次に「会計年度任用職員制度」の導入にあったって、

国会の付帯決議にある次の事項について、村としては

どの様な配慮をしていただけるか、お聞きしたい。 

（１）地方自治体への通知書に再任用が可能である旨を

明示する。 

（２）公務の運営は任期の定めのない常勤職員を中心 

   としていることに鑑み、会計任用職員についても 

   この考え方に沿うよう、任用の在り方の検討を 

   行う。 

（３）会計年度職員への移行に当たっては、不利益が 

   生じることなく適正な勤務条件の確保が行われ 

   なければならない。 

（４）本法施行後、施行の状態について調査・検討を行

い、その結果に基づいて必要な措置を講ずるこ

と。公務における同一労働同一賃金の在り方およ

び短時間勤務の会計年度職員に係る給付の在り

方について特に重点を置くこと。 

 

 

 

 

 
飯ケ浜保健

福祉課長 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

 
林田教育委

員会事務局

長 

 

市瀬村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

林総務課長 

 

 

林総務課長 

 

 

 
林総務課長 

 

 
林総務課長 

 

予め議長に通告内容を提示し、許可を得て期日までに正本を提出してください。 

通告№  1   



通告 ２    
令和元年 11 月 22 日 

喬木村議会議長 下岡 幸文 殿 

喬木村議会議員 束原靖雄 

一 般 質 問 通 告 書 
次の事項について質問したいので通告します。                 （１） 

質 問 事 項 １回目の質問趣旨及び要旨 2 回目以降の関連質問趣旨 答弁者 

台風 19 号が仮に伊

那谷を通過した時

喬木村の堤防は安

全で有るか？ 

 

1.去る、10 月 12.13 日の夜

間にかけ、台風 19 号は佐

久地方を通過し、300ｍｍ

から 500ｍｍの雨量が有

り、千曲川水系は各ヶ所で

堤防を越水になり、決壊、

内水氾濫を引き起こし、い

たる所で住宅、農地に浸水

しました。 

死者 5 名、住宅被害 8163 

戸と甚大な被害起こしま

した現在も住宅、農地の

泥出しにボランテアの

人達を中心に救援活動

が行われております。 

1.天竜川水系に佐久地方

の様な雨量が降った時、

天竜川と小川川の合流地

点から 500ｍ下流にある

天竜川左岸に 149ｋｍの

標柱があります、国土交

通省天竜川上流河川事務

所飯田河川出張所にある

河川横断図の計画高水位

は 400.12ｍ、余裕高 2.0

ｍを加えると402.12ｍと

なる、その位置での境内

地地盤高は 398.34ｍで、

その差は3.78ｍ低いこと

になります、天竜川の越

水、小川川の内水氾濫が

起これば伊久間本井より

西側にある住宅 140 戸

は、3ｍ以上は浸水するこ

とになり住民 430 人は緊

急避難しなければなりま

せん、伊久間地区の避難

場所として村の防災マッ

プでの指定は伊久間農産

加工センター他 3 か所に

なっています、が農産加

工センターも当然水没す

る、他の 2 か所も浸水さ

れて避難できない時、村

としてのハザードマップ

は出来ていますか。 

林総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2

次の事項について質問したいので通告します。                 （２） 

質 問 事 項 １回目の質問趣旨及び要旨 2 回目以降の関連質問趣旨 答弁者 

   

2.また、浸水された地区

内には介護施設ポケット

が有ります、ディサービ

ス 25 人、グループホーム

9 人が施設内にいます、 

この人達の避難道、避難

場所はどこになります

か。 

 

林総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通告No. 3

喬木村議会議長　下岡　幸文　殿 令和元年　　１１月２３日

　　　　　喬木村議会議員　　櫻井　登

次の通り通告します。 （１）

１） 公用車の管理は ① 主管課ごとの管理状況はどのように対応されているのか、 林総務課長

適正か。 それぞれ各課の車両台数と管理状況について具体的に

お訊きします。

② 私用車の公務使用は認めているか、認めている場合、 林総務課長

その理由と使用承認はどのようになされているのか。

③ 公用車の運行管理簿等の備付けの有無はどうか。 林総務課長

あれば記載項目とその内容について、なければ今後の

対応についてどのようになされるのかお訊きします。

２） 車両の効率的な ① 月間、年間の走行距離等の把握はされているか、使用 林総務課長

使用がされている 目的に沿った効率的な運行が出来ているか。

か。

② 稼働状況（公務使用の概要）と稼働率（％）はどうか。 林総務課長

（稼働率＝年間稼働日数÷開庁日数）

③ 稼働率50％未満の車両は存在するのか、どうか。 林総務課長

あればその理由と今後の方針についてお訊きします。

３） 適切な配置や更 ① 配置状況は適切か。充足されているか、不足はないか。 林総務課長

新がなされている

か。 ② 車両入替の更新はどのようであるか。その判断基準に 林総務課長

ついてお聞きします。

③ 公用車の経過年数については決め事はあるか。 林総務課長

一　般　質　問　通　告

質問相手質問の要旨質問事項



（２）

４） 日常点検、定期 ① 公用車の日常点検はどのように実施しているか。 林総務課長

点検等、整備は 誰が実施しているか。日常点検の状況をお訊きします。

適正に行われて

いるか。 ② 定期点検は実施しているか。いつ行っているか。 林総務課長

③ 普通車以外、マイクロバス等の中型車両等の定期点検 林総務課長

は、いつ、どのように実施しているか。

５） 安全運行管理は ① 安全運転管理者の選任はどうか。現在、何名が選任さ 林総務課長

徹底しているか。 れているのか。同管理者の専任期間はどのようか。

② 車両管理規程や運行管理規則、要項などは定められて 林総務課長

いるかどうか。あれば、どのような類のものかか、概要だけ

でもお示しいただきたい。

③ 車両整備、保管に関する事務処理は徹底されているか。 林総務課長

お訊きします。

６） 交通安全対策が ① 直近３か年間の交通事故発生はどのような事故か。 林総務課長

適正に行われて 事故とその事故処理等、対応はどのようになされたか。

いるか。

② 事故防止のための取組みはどのように実施しているか。 林総務課長

③ 職員に対する安全運転に関する訓示は行っているか。 林総務課長

④ 職員の運転免許証の定期的な確認はされているか。 林総務課長

⑤ ドライブレコーダー、バックモニター等の搭載機器の 林総務課長

取付状況はどのようか。また、今後はどうか。

⑥ 事故の賠償について、任意保険（共済）の補償内容は 林総務課長

どのような内容か、お訊きします。

質問事項 質問の要旨 質問相手



（３）

７） 公用車の管理体 ① 上記、１）ないし６）までの質問を踏まえて、公用車の全般 林総務課長

制の在り方につい 的な管理体制はどうあるべきか、改めてお訊きします。

て、どのような方

針か。

質問事項 質問の要旨 質問相手



通告 NO  ４    
 

令和元年 １１月 ２５日提出 
 

喬木村議会議長 下岡 幸文 殿 

喬木村議会議員 下平 貢 

一 般 質 問 通 告 書 
 
次の事項について質問したいので通告します。                    

質 問 事 項 １回目の質問趣旨及び要旨 2 回目以降の関連質問趣旨 答弁者 

1. 今後の農業振興

施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 災害時のインフ

ラ対策について 

 

 

 

 

(1) 特色ある喬木村農業の

グランドデザインを今

後どの様に描いていく

かをひとつのテーマと

捉え、喬木村の風土、

条件を最大限に引き出

し、更なる展開を図る

ために、今後描こうと

している土地利用の構

想はどう描いている

か。 

 

(2) 喬木村の農地再生の縮

図として伊久間原再生

がひとつのキーポイン

トと考える。現在の土

地利用に加え、施設園

芸栽培を提案するが、

どの様に考えるか。 

 

⑴ ハウス施設において、

多くの井戸が設置され

てきている。災害時に

おいて生活水確保のた

めの井戸の使用協定を

締結し有事に備えてお

くことを提案したいが

どの様に考えるか。 

 

生産農家の維持、獲得の

対策、企業の誘致につい

ての今後の方針は。 

 

 

 

企業との棲み分けや、企

業の地域活動への参加を

どの様に導いていくか。 

 

 

 

施設栽培区を整備するに

あたっては、灌水施設や、

排水などの整備が必要と

考えるが、村として整備

する見通しはあるか。 

 

 

 

加えて、電力の確保とし

て、蓄電池、発電機など

の整備も重要と考える。

各戸に加え、各自治会の

避難所には、使用規模に

合わせた設置が望まれ、

一度精査することが大切

と考えるがどの様に考え

るか。 

 

松島産業

振興課長 

 

松島産業

振興課長 

 

松島産業

振興課長 

 

 

 

 

 

松島産業

振興課長 

 

市瀬村長 

 

 

 

 
林総務課

長 

 

 

林総務課

長 

 



 

通告Ｎｏ． ５     

喬木村議会議長 下岡幸文 殿 

令和 元年 11 月 26 日 

喬木村議会議員 小池豊  ㊞ 

 

一般質問通告 

 

次のとおり通告いたします。 

質問事項 質問の要旨 質問相手 

1.台風１９号の被害と、

今後の防災対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.太陽光発電設置の推

奨について 

① 自然災害の多い日本列島ですが、１０月１２～１

３日にかけて関東から東日本を直撃した台風１９

号の被害は、目を覆いたくなる程の災害でした。

被害に会われた方には、心よりお見舞い申し上げ

ます。早くから避難指示が出ていたのにも係らず、

あまりにも急激な浸水のため、逃げ遅れた方も多

く、全国では死者、行方不明者は約９５名になり、

家屋の被害は、全半壊９，１５０戸、浸水住宅６

７，３００棟、堤防の決壊は７１河川で１４０箇

所との報道になりました。長野県でも千曲川の流

域で、大きな災害があり農業、果樹園等で、再起

不能を訴える農家もあるようです。当村でも心配

をしましたが、人的、住宅等の被害はなく、胸を

なでおろしたところです。１２日の夜には、非難

準備情報が出されましたが、緊急避難所への非難

状況についてお聞きします。 

②  災害はいつ起こるか分からないわけですが、私の

記憶でも、Ｓ.３４年の伊勢湾台風、そして３６災

害と言われるＳ.３６年の水害では、喬木村も大き

な被害を受けました。特に３６災害では、各地で

の崩落、そして天竜川水系での氾濫、浸水により、

当村では２名の死者と６名の負傷者、３８１戸が

家屋被害に会っております。防災マップの内容に

よりますと、長野県管理河川浸水想定区域には、

２～５ｍ未満の区域として、天竜川沿岸には、３

ヶ所が上げられています。すでにこの地域には、

多くの住宅、工場、介護施設、学校商店等重要な

施設が多く、新築する建物も多く見受けられます。

工場等の用地準備がされている様ですが、これか

ら造成される敷地については、浸水を免れる対応。

すでに生活をされている方達への、いざという時

の避難の呼びかけ、対応当（私だけは大丈夫とい

う方、取り残される方を出さ 

ないための）お聞きします。 

 

① 地球の温暖化対策が、各地で叫ばれています。ま

たその影響による異常気象で、待ったなしの状況

が全世界から報道されています。わが国でも過去

林総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福澤生活環境

課長 

 



に例を見ない台風による被害にて、長期の停電に

より、多くの家庭での不便な生活の様子、営業を

ストップせざるを得ない工場の様子等が、報道さ

れました。経済活動への影響も大きかったはずで

す。再利用可能な自然エネルギーによる太陽光、

水力発電が見直されています。当村でも補助金を

計上し、太陽光発電を推奨されているところです

が、当年の設置状況はいかがですか。 

② 太陽光発電設置、そして蓄電の施設には多くの費

用がかかります。一般家庭での６．５ｋＷ用の蓄

電池と工事費用は、新築の場合で約９０万円、発

電施設の施設を併せると２２０万円位が必要にな

るようです。今後の設置への推奨。また補助金に

ついて、本年度の予算計上として、１基１０万円

を設定されていますが、次年度の予算計上として

設置費用の１割程度を補助として増額を希望する

ところです。推進奨励と併せ、村としてのお考え

をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

福澤生活環境

課長 

 

 



通告 NO  ６    
 

令和 元年１１月２８日提出 
 

喬木村議会議長 下岡 幸文 殿 

喬木村議会議員 中森高茂 

一 般 質 問 通 告 書 
 
次の事項について質問したいので通告します。                 （１） 

質 問 事 項 １回目の質問趣旨及び要旨 2 回目以降の関連質問趣旨 答弁者 

1.移送支援事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 令和元年度予算にて

移送支援制度の交通

弱者へのタクシー利

用補助を拡充し、日

中独居高齢者までタ

クシー利用券の配布

を行いました。その

利用状況等について

質問いたします。 

① 給油利用補助の廃止

についての意見要望

等はこれまでに福祉

課に寄せられている

か。 

② 地域ごとの配布枚数

については同じく意

見要望等が寄せられ

ているのか。 

③ 元年４月以降現在ま

での利用状況はどの

様になっているか。 

④ 令和２年の予算では

この利用状況を鑑み

拡充・見直し等を行う

考えはあるのか。 

 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 
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次の事項について質問したいので通告します。                 （２） 

質 問 事 項 １回目の質問趣旨及び要旨 2 回目以降の関連質問趣旨 答弁者 

２.新たな移動支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 新たな移動支援事業

として、加々須住民

有志の要望として取

り組みの準備を始め

たとお聞きしました

が、現在のその取り

組みについて質問し

ます。 

①その内容と現在までの

加々須住民有志との会

議の進捗状況は。 

②地域での互助として、

送迎できる方が移動困

難者を支援する取り組

みは、予算をどのくら

い投入する見込みかで

きる範囲でお答え頂き

たい。 

③お助けレンジャーとい

った有償ボランティア

事業との関係は。  

④今後この取り組みは、

モデル地区での実証を

分析し、移動支援を希

望する他地区があれば

取り組んでいくのか。 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

 

 

 

 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 

 

飯ケ浜保健

福祉課長 
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次の事項について質問したいので通告します。                 （３） 

質 問 事 項 １回目の質問趣旨及び要旨 2 回目以降の関連質問趣旨 答弁者 

３.少子高齢化の移

送支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)下段地区のコミュ二テ

ィーバス運行（相互乗り入

れを含む）や高齢者等対象

とした移送支援事業の拡

充実施およびお助けレン

ジャーといった有償支援

ボランティアの取り組み、

さらに現在取り組みを始

めた地域での移動支援事

業の推進の取り組み等、北

部タクシー委託の村民バ

ス運行など組み合わせ、少

子高齢化の加速する中で、

買い物弱者対策や、通院や

金融機関への送迎および

通学対策等対応している

が、今後村外地区への運行

等どの様に進めていくの

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①豊丘村との相互乗り入

れの現況はいかがか。 

 

 

 

②今後座光寺上郷地区な    

 ど飯田市への運行はど

の様に考えているか。 

 

 

③村総合文化祭など村の

大きなイベントにおい

て、役場駐車場等から参

加住民のピストン輸送

は、非常に有効な取り組

みであるが、土日の村民

バスの運行がなされない

事から、特に南部地域や

大島・加々須地域等から

参加したいが交通手段が

無いためあきらめている

高齢者等の送迎に対し

て、希望を取り会場まで

の送迎ができる何らかの

方法は考えられないか。 

 

 

 

 

 

 

村澤企画

財政課長 

 

 

村澤企画

財政課長 

 

 

 

 

林総務課長 

 

 

 



                     
令和元年 11 月 28 日 

 
喬木村議会議長 殿 

喬木村議会議員 後藤 章人      

一 般 質 問 通 告 
次の通り通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨 質問相手 
1.「材料支給」の、高齢

化による今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① この制度の目的は何か 

 

② 「材料支給」の制度の利用状況は 

 

③ 高齢化率が高い地区、また他の地区でも今後高齢

化が進むであろうと予想されるが、そうなった場

合、この 8条は今のままでは、村内の限られた地

区しか活用できない制度になってしまうように

思うがそのような心配はないか。 

 

④ 「材料支給」の制度を利用しても実際に工事が自

分たちではできないという地区また、近い将来そ

のような事態が危惧される地区があることは認

識していると思うが、そのような状態をそのまま

にしておくことは、税金の使い方としては不平等

であると感じるが村はどう考えるか。 

 

⑤ きちんとしたルールを定め、この 8条が村内どの

地区でも同じように活用できるような特に高齢

化率の高い地区に対し、「特例」的な措置はでき

ないものか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井澤高速交

通対策課長 

〃 

 
井澤高速交

通対策課長 

 

 

 

 
井澤高速交

通対策課長 

 

 

 

 

 

 

市瀬村長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通告№  ７   



令和元年 11 月 28 日 

喬木村議会議長    殿 

喬木村議会議員  佐 藤 文 彦 ㊞ 

一 般 質 問 通 告 
次の通り通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨 質問相手 
1、防災・減災に関するこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 防災への取り組みについて。 

 

Q 伊久間樋門への常設排水ポンプの設置は？ 

Q 浄化センターの浸水対策は？ 

 

② 災害発生後の対応について。 

 

Q 災害時における応援協定が 30 件ほど取り交

わされている。多くが飯伊地域内との協定で、

全域で被災があった場合に協定は機能するの

かなど、それぞれの協定内容について再度の

見直しや、地域外との新たな協定の必要性を

感じるが対応は？ 

 

  Q 災害ごみの一時保管場所（仮置き場）が、協

定による飯伊森林組合の貯木場と、しらなぎ

処分場となっている。喬木村全域で災害が発

生した場合、この 2 カ所で対応が可能か？ 

災害ごみなどの運搬時間やその人員確保など

考慮すると、各地区（3～4カ所）に想定して

おく必要はないか？（空地の協定・公園整備

等） 

 

③ 災害ボランティアの受入れ体制について 

   

  Q 災害ボランティアの受入れ窓口（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝ

ﾀｰ）はアスボとなっている。災害直後から多

数のボランティアが詰めかけると予想する。

地域防災計画には受入れ時の詳細な計画は示

されていない。ボランティアセンターの運営

は社会福祉協議会が担う事になる。センター

の運営にも多くの人員が必要となるが、その

確保の対策など運営面での社会福祉協議会と

の連携は？ 

 
井澤高速交

通対策課長 

 

福澤生活環

境課長 

 

 

林総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

福澤生活環

境課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林総務課長 

 

市瀬村長 
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2、今後の村政運営につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

① 第 5 次総合計画、前半の総括に基づく今後の方

針について。 

 

  Q 第 5 次総合計画も 3年が経過する。基本計画

で見ると前期計画の 5年間の終盤を迎える。 

実施計画である 3 か年計画も毎年見直しを

しながら進められて来ていると思うが、社会

情勢、財政状況などの時局を鑑み、前期計画

の後半に向けて、村としての方針は？ また

その方針を踏まえ、来年度予算においては何

に重点をおき編成をされるか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市瀬村長 

 


